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船

(題字:会沢小伯先生害)

集

刷

編

正p
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菖
都
圏
と
北
溜
道
を
結
ぶ
「
海

の
バ
イ
パ
ス
L

と
し
て
師
光
を
浴

び
た
¥
大
洗
濯
と
室
蘭
・
苫
小
枚

田
港
と
の

V
字
航
路
も
¥
開
設
さ

れ
て
は
や
一
年
の
経
過
を
み
る
に

歪
り
ま
し
だ
。

こ
の
間
¥
港
湾
業
務
は
予
想
以

上
の
好
成
鰻
を
収
め
て
い
ま
す

ガ
¥
酉
で
は
就
航
一
回
何
年
を
記
ム
志

し
て
、
自
本
沿
海
フ
工
リ
株
式

会
社
(
癌
ノ
内
一
雄
社
長
)
の
ご

搭
意
に
よ
る
全
面
協
力
と
大
洗
潜

振
興
協
会
の
援
助
に
よ
り
大
洗
町

立
(
4
)
小
学
校
の
4
・
5
・
6
年

の
児
童
捌
名
を
招
待
し
¥
フ
工
リ

l
体
験
棄
船
を
5
月
5
巴
の
寸
子

供
の
自
し
に
実
施
し
ま
し
だ
。

始
め
て
乗
船
す
る
さ
っ
ぽ
ろ
丸

(一一

¥ooof-斉
諒
幸
治
樹

長
外
出
名
乗
組
み
)
ガ
接
岸
さ
れ

て
い
る
岸
壁
に
集
合
し
た
児
童
達

は
¥
先
ず
そ
の
偉
容
に
驚
き
¥
こ

れ
か
ら
行
な
わ
れ
る
小
さ
な
航
海

に
胸
と
き
め
か
せ
な
ガ
ら
¥
大
き

な
期
待
に
隈
を
輝
か
せ
¥
竹
内
町

長
の
撲
拶
や
一
等
航
海
士
に
よ
る

棄
船
注
意
・
ラ
イ
フ
ジ
ヤ
ケ
山
ノ
ト

の
善
装
実
技
指
導
等
を
受
け
だ

後
¥
次
々
に
乗
船
し
ま
し
た
。

午
前
叩
時
自
分
、
斉
藤
船
長
の

出
航
戸
ナ
ウ
ン
ス
に
¥
大
喜
び
の

子
供
達
は
全
員
「
ア
山
ノ
キ
に
出
て
¥

乗
組
員
の
出
航
作
業
を
興
味
深
げ

に
み
た
り
¥
家
族
ら
の
回
見
送
り
に

手
を
振
り
応
え
て
い
ま
し
だ
。

こ
の
日
¥
天
気
は
五
月
晴
れ
¥

波
は
穂
や
か
な
臨
海
己
利
に
恵
ま

れ
¥
船
は
引
ノ
ッ
ト
(
約
叩
矧
/
/
時
〉

の
速
さ
で
鹿
島
灘
に
沿
っ
て
大
連

日
出
を
甫
下
し
ま
し
た
。

約ペ
l

時
間
後
に
は
鹿
島
臨
海
工

業
地
帯
を
臨
む
約
6

J
沖
を
¥
停

泊
中
の
大
型
タ
ン
カ
ー
の
間
を
縫

っ
て
通
過
し
¥
車
に
¥
犬
伏
埼
沖

へ
と
向
い
反
転
し
ま
し
だ
。

波
を
け
っ
て
進
む
船
に
若
干
船

酔
い
気
味
の
子
供
も
男
う
け
ら
れ

ま
し
だ
が
、
帰
途
に
つ
く
と
揺
れ

も
ぎ
っ
た
く
お
さ
ま
り
¥
元
気
に

な
っ
た
子
供
達
で
船
内
は
一
層
賑

や
か
さ
を
増
し
ま
し
だ
。

子
供
達
に
感
想
を
聞
く
と
¥

寸
大
洗
の
海
ガ
こ
ん
な
に
キ
レ
イ

だ
と
は
思
わ
な
か
っ
疋
O

L

と
云

い
¥
先
生
も
¥
「
子
供
達
の
喜
び

様
は
遠
足
な
ど
の
比
で
は
な
い
。
し

と
も
ら
し
て
い
ま
し
だ
。

さ
っ
ぽ
ろ
丸
は
住
復
約
制
キ
ロ
の

道
程
を
¥
楽
し
い
思
い
出
を
鞠
に

抱
い
だ
児
童
を
乗
せ
て
約
4
時
間

後
の
午
後
3
時
過
ぎ
に
¥
そ
の
巨

体
を
大
洗
港
に
藁
岸
し
ま
し
た
。

ふさっぽろ丸を前に乗船準備

官襲寝顔

援額

&大きな期待，いよいよ乗船&

惨
デ
ッ
キ
の
上
で
説
明
を
聞
く

恥
伊
船
室
で
の
く
つ
ろ
ぎ
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松の騒の保全じ努力
松くいE長関除

噛

森
林
資
源
と
し
て
貴
重
な
松
は
ま
た
、

風
致
・
美
観
・
生
活
環
境
の
上
か
ら
も

大
切
な
も
の
で
す
。

こ
の
松
が
全
国
的
に
松
く
い
虫
の
運

ぶ
線
虫
類
に
お
か
さ
れ
、
枯
領
木
が
出

弘、

四『

別

実
施
予
定
日

おお

第
1
回
目

6
月
5
8
同

第
2
回
目

6
月
出
日
制

昭和61年6月1日

表

実
施
場
所
及
び
語
寝

海
の
子
供
の
間
関
近

常
組
問
明
治
記
念
館
間
近

大
洗
磯
部
神
社
間
近

大
洗
曙
荘
開
近

前
原
住
宅
附
近

(
地
上
散
布
)
加
出

大
洗
高
校
附
近
山
林

大
洗
町
成
因
町
山
林

(
尚
早
中
散
布
)
加
出

大
洗
町
叫
成
田
町

海
岸
松
林
群

(
尚
早
中
散
布
)
剖
h

大
洗
ゴ
ル
フ
場

明
治
記
念
館

(
空
中
散
布
)
印
加

伐
倒
駆
除

は
じ
め
た
の
が
昭
和
必
年
頃
か
ら
で
、

以
来
漸
増
傾
向
の
な
か
に
あ
っ
て
特
に
、

昭
和
日
・
日
両
年
の
夏
期
に
お
け
る
異

常
気
象
(
高
温
・
少
雨
)
に
よ
り
、
被

害
蚤
は
未
曽
有
な
も
の
と
し
て
記
録
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
毎
年
被
害
対
策
が

ほ
ど
こ
さ
れ
、
昭
和
訂
年
以
降
は
著
し

い
減
少
を
み
ま
し
た
が
、
未
だ
に
終
息

の
状
態
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
洗

町
で
は
被
官
官
終
怠
を

g
途
と
し
て
、
今

年
も
別
表
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

前
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

制
翻
騒
の
語
ら
撃
し

本
制
度
は
、
家
庭
で
生
活
し
て
い
る

重
度
障
害
者
と
そ
の
家
庭
の
経
済
的
、

精
神
的
な
特
別
な
負
担
を
軽
減
す
る
一

助
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
、
支
給
対
象

却
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
よ

う
な
在
宅
の
重
度
障
害
者
で
す
。

※
病
院
等
へ
の
入
院
が
3
ヶ
月
を
超

え
た
場
合
は
資
格
を
失
い
ま
す
。

2
、
障
害
の
桂
度

障
害
の
程
度
は
、
次
の
一
か
ら
七
ま

で
の
障
害
が
重
復
す
る
よ
う
な
場
合
で

す。

水道週間
6月T臼-7日

遠
足
?
lこ
の
地
球
上
に
、
四
つ

の
文
明
が
持
を
前
後
し
て
、
大
河
の
ほ

と
り
に
誕
生
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
文
明
、
黄
海
文

明
、
エ
ジ
プ
ト
文
明
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

文
明

l
iと
う
と
つ
と
流
れ
る
大
河
は
、

そ
こ
に
伎
む
人
々
に
豊
か
な
土
地
を
与

え
、
日
常
生
活
に
必
要
な
水
を
も
た
ら

し
、
文
明
を
栄
え
き
せ
ま
し
た
。

そ
の
大
河
の
ひ
と
つ
に
エ
ジ
プ
ト
文

明
を
生
ん
だ
ナ
イ
ル
川
が
あ
り
ま
す
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
ナ
イ
ル
川
の
水
を

大
切
に
し
、
ナ
イ
ル
川
が
運
ん
で
く
る

水
の
恩
恵
に
感
謝
し
ま
し
た
。
そ
し
て

い
つ
し
か
ナ
イ
ル
川
を
か
母
な
る
ナ
イ

ル
グ
と
呼
び
は
じ
め
た
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
普
段
な
に
げ
な
く
使

っ
て
い
る
水
に
も
、
そ
の
歴
史
を
き
か

※
「
常
時
ね
た
き
り
」
の
状
態
で
家

族
の
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

ほ
ほ
該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
、
両
限
の
視
カ
の
和
が

0
・
0
回

以
下
の
も
の

二
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
一

0
0

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

一
二
、
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害

を
有
す
る
も
の
(
両
上
肢
の
す
べ

て
の
指
を
欠
く
も
の
又
は
両
上
肢

の
す
べ
て
の
指
の
機
能
に
著
し
い

障
害
を
有
す
る
も
の
を
含
む
。
)

図
、
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害

を
有
す
る
も
の
又
は
雨
下
肢
を
足

関
節
以
上
で
欠
く
も
の

五
、
体
幹
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
産

っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度

又
は
立
ち
上
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
ぼ
れ
ば
世
界
の
文
明
を
は
ぐ
く
ん
だ

大
き
な
か
足
跡
。
が
あ
っ
た
の
で
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る
水
道
は

H

自
然
の
恵
b
d

現
代
文
明
は
か
水
の
道
H

を
つ
く
り

出
し
ま
し
た
。
陸
地
に
降
っ
た
雨
や
雪

は
、
地
下
水
を
か
ん
養
す
る
ほ
か
、
川

と
な
り
、
こ
れ
ら
が
浄
水
場
ま
で
パ
イ

プ
な
ど
で
送
り
こ
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て

↑
安
心
し
て
飲
め
る
水
に
っ
く
り
変
え
ら

れ
、
水
道
管
を
通
し
て
わ
た
し
た
ち
の

も
と
に
届
け
ら
れ
る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
水
道
の
水
は
蛇
口

を
ひ
ね
れ
ば
い
く
ら
で
も
出
て
く
る
も

の
と
忍
い
が
ち
で
す
が
、
実
は
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
日
間
も
日
照
り
が

続
け
ば
か
水
が
め
8

は
底
を
つ
き
、
節

水
が
叫
ば
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は

大
き
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
日
ご
ろ
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る

水
道
の
水
は
、
自
然
の
カ
に
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し
て
飲
め

る
水
を
つ
く
り
だ
す
の
に
臨
膨
大
な
費
用

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
が
か
母
な
る
ナ
イ

ル
。
と
呼
び
、
水
を
大
切
に
し
た
よ
う

に
、
自
然
の
恵
み
の
水
を
と
り
入
れ
、

程
度
の
も
の

六
、
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に

わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状

が
前
各
号
と
間
程
度
以
上
と
認
め

ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生

活
の
胞
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な

ら
し
め
る
穏
度
の
も
の

七
、
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各

号
と
間
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

程
度
の
も
の

3
、
手
当
の
額
月
額
二
万
円

4
、
支
給
開
始
昭
和
六
十
一
年
四
月

三
支
給
制
根
本
人
及
び
扶
養
義
務

者
等
の
所
得
に
よ
り
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
。

6
、
請
求
手
続

け
ま
す
。

役
場
厚
生
課
で
受
付

お
金
を
か
け
て
き
れ
い
に
し
、
パ
イ
プ

を
通
じ
て
供
給
さ
れ
る
水
道
の
水
を
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
母
さ

ん
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し
を
支

え
て
い
る
水
道
に
対
し
、
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

町
で
は
水
道
週
間
に
ち
な
ん
で
、
町

内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら
作

品
の
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果

次
の
人
々
が
入
選
し
、
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
の
展
示
は
、
水
道
逓
問
中
、
町

内
の
各
銀
行
、
漁
協
、
農
協
、
加
工
総

合
、
仲
買
人
組
合
、
郵
便
局
、
大
洗
駅
、

役
場
等
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

〔
入
選
者
〕

*
標
語
の
部
*

大
貫
小
学
校
福
自
国
彩
乃
、
藤
田
倫
子
、

閉
山
英
史
、
吉
国
文
子
、
西
宮
祐
子
、

尾
又
美
智
代
、
ト
部
美
穂

磯
浜
小
学
校
薄
弁
香
織
、
滝
沢
美
由

紀
、
根
本
浩
之
、
田
部
図
英
一
昔
、
照
沼

秀
誉
、
宮
本
祐
二
、
小
沼
隆
行
、
三
浦

和
美
祝
町
小
学
校
小
曽
納
政
子
、
倉
持
克

幸
、
笠
原
麻
衣
、
斉
藤
真
美
、
仁
平
範

子夏
海
小
学
校
今
泉
貴
弘
、
野
口
真
理
、

米
川
賢
也
、
三
浦
き
お
り
、
大
賞
隆
史

南
中
学
校
白
山
友
紀
子
、
星
野
美
紀
、

東
口
組
且
、
図
山
義
明
、
伊
藤
佳
笥

第
…
中
学
校
石
井
和
子
、
中
山
順
子
、

倉
本
蕉
、
梅
原
夜
子
、
大
関
正
美

*
ポ
ス
タ
ー
の
部
*

大
賞
小
学
校
鈴
木
と
も
み
、
白
山
奈

穂
美
、
太
白
晃
一
一
、
千
島
美
穂
、
吉
田

文
子
、
清
水
鋭
起
、
石
井
亮
一

磯
浜
小
学
校
大
津
博
之
、
問
中
佐
智

子
、
酒
井
大
輔
、
西
村
直
美
、
川
原
子

英
恵
、
滋
井
真
知
、
小
汚
隆
行
、
鬼
沢

康
弘
祝
町
小
学
校
石
井
智
子
、
営
本
牧
、

笠
原
麻
衣
、
根
本
茂
雄
、
倉
持
克
幸

夏
海
小
学
校
服
部
健
、
大
高
成
友
、

川
上
美
千
恵
、
和
地
康
哲
、
長
十
悶
修

南
中
学
校
川
上
勇
一
、
米
川
昔
夫
佐
子
、

和
田
陽
、
曽
根
博
美
、
森
田
法
子

第
一
中
学
校
関
根
教
敬
、
及
川
美
佐

子
、
井
上
明
美
、
関
根
安
紀
子
、
倉
本
蕉

*
朝
日
字
の
部
*

大
賞
小
学
校
関
根
幸
子
、
鈴
木
崇
文
、

荻
沼
牧
子
、
平
山
貴
史
、
小
林
了
平
、

一
戸
塚
由
紀
江
、
道
川
亜
希
子

磯
浜
小
学
校
赤
津
利
佳
、
福
地
千
恵
、

大
久
保
俊
子
、
川
上
由
利
子
、
大
川
竜

一
、
酒
井
真
和
、
大
久
保
和
子
、
鈴
木

明
子
祝
町
小
学
校
宮
本
弘
子
、
井
田
博
英
、

宮
本
牧
、
鈴
木
千
絵
、
白
山
亜
希

夏
海
小
学
校
海
老
沢
文
子
、
大
火
口
一
順

子
、
清
宮
貴
子
、
米
川
真
美
子
、
小
野

瀬
貴
子

南
中
学
校
米
川
美
佐
子
、
曽
根
博
美
、

板
橋
磨
弥
、
岩
瀬
紀
子
、
江
橋
友
紀

第
一
中
学
校
関
口
綾
子
、
荻
混
雅
美
、

小
林
陵
子
、
早
川
晃
代
、
田
口
和
香
子

住
民
票
の
と
り
方
が
変
h

ソ
ま
す
グ

最
近
各
所
で
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
が
、
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
誰
で
も
自
由
に
誰
の

住
民
票
で
も
取
れ
ま
し
た
が
、
六
月

一
日
か
ら
本
人
又
は
、
家
族
の
請
求

に
よ
る
住
民
票
写
し
の
発
行
は
、
従

来
ど
お
り
変
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
住

民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

左
記
の
と
お
り
変
り
ま
し
た
。

一
、
本
人
及
び
家
族
以
外
の
方
の
請

求第
三
者
が
他
人
の
住
民
票
を
請
求

す
る
と
き
は
、
「
請
求
事
由
」
つ
ま

り
何
の
目
的
に
利
用
す
る
か
具
体

的
に
明
記
を
要
し
ま
す
。

二
、
代
田
借
入
請
求

代
環
人
に
よ
る
請
求
の
場
合
に

は
、
そ
の
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、

本
人
の
署
名
及
ぴ
押
印
の
あ
る
委

任
を
註
す
る
文
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

三
、
住
民
票
の
内
容
一
部
省
略

住
民
苗
一
京
の
写
し
の
交
付
に
際
し
て

新
た
に
世
管
、
ま
と
の
続
柄
、
本
籍

及
び
筆
頭
者
の
記
載
事
項
に
つ
い

て
も
、
特
別
の
請
求
が
な
い
限
り

省
略
で
き
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
申
請
の
際
は
、
窓
口
に
来
ら
れ
る

方
の
「
印
鑑
」
を
ご
持
参
下
さ
い
。

自あおむけ同りひざを立てて
誇を反らします。

4
1
、
ガ
ん
を
予
防
す
る

が
ん
の
発
生
原
因
の
約
加
%
は
、

食
生
活
や
晴
好
口
聞
と
密
接
な
つ
な
が

り
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
暴

飲
暴
食
や
偏
食
な
ど
は
つ
つ
し
み
た

い
も
の
で
す
。
毎
年
保
健
セ
ン
タ
ー

で
定
期
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。「
が
ん
防
止
は
ケ
条
」

③
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
栄
養
を
と
る
。

②
閉
じ
食
品
を
繰
り
返
し
て
食
べ
な

も

ν

③
食
べ
す
ぎ
を
避
け
る
。

④
深
酒
は
し
な
い
。

霊
喫
燦
は
少
な
く
す
る
。

⑤
一
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン

A
-
C
-
E
、

セ
ン
イ
質
の
も
の
を
多
く
と
る
。

ビ
タ
ミ
ン

A
(
牛
乳
や
豚
の
レ
バ

ー
、
に
ん
じ
ん
、
ほ
う
れ
ん
草
な

ど
)
ビ
タ
ミ
ン

C
(
果
物
、
繰
茶
な
ど
)

ビ
タ
ミ
ン

E
(米
麦
の
経
芽
、
卵

黄
、
牛
乳
な
ど
)

⑧
⑮
⑫
⑫
⑧
 

⑮

鯵

セ
ン
イ
質
の
多
い
食
品
(
さ
つ
ま
い

も
、
ご
ぼ
う
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
)

⑦
坂
辛
い
も
の
を
多
量
に
食
べ
な
い
。

あ
ま
り
熱
い
も
の
は
と
ら
な
い
。

③
ひ
ど
く
焦
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い
。

⑨
か
ぴ
の
生
え
た
も
の
は
食
べ
な
い
。

⑬
過
度
に
臼
光
に
当
た
ら
な
い
。

⑪
過
労
を
避
け
る
。

⑫
体
を
清
潔
に
保
つ
。

2
、
腰
痛
を
予
訪
す
る

腰
痛
と
い
わ
れ
る
症
状
の
大
半
は
、

背
骨
を
支
え
て
い
る
筋
肉
な
ど
の
級
識

を
痛
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
あ
る
程
度
痛
み
が
軽
く
な
っ
て

き
た
ら
、
む
し
ろ
そ
の
部
分
の
血
行
を

よ
く
す
る
た
め
に
、
腰
痛
体
操
な
ど
で

積
極
的
に
動
か
す
ほ
、
つ
が
い
い
の
で
十
九

ま
た
腰
痛
を
起
し
や
す
く
な
っ
た
の
は
、

足
腰
の
運
動
が
不
足
す
る
よ
、
つ
な
生
活

の
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
そ
の

方
法
と
し
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
と
は

柔
軟
性
を
増
す
た
め
に
筋
肉
を
静
か
に

伸
ば
す
運
動
と
い
う
意
味
で
す
。

抱
の
を
を
ざ
や
ひ
常
一
向
げ
で
上
け
を
む
頚
お
、
す

あ
え
ば

Q
出

bT 

円いすや机をつかみ、雨

m足を前後に大きく腎
M き、重要を揮す。



昭和61年6月1日

挟間営住宅

完成開地紅、

弘、

大
洗
港
を
近
く
に
臨
む
海
浜
地
区

(
磯
浜
町
六
八
八
一
番
地
先
)
に
、
町

営
住
宅
2
棟
が
姿
を
表
わ
し
、

8
月
全

戸
完
成
を
目
途
に
目
下
建
設
工
事
が
准
一

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

営
む
に
足
り
る
住
宅
を
建
設
し
、
住
宅

問
窮
者
に
低
廉
な
家
賃
で
提
供
す
る
こ

と
を
白
的
に
、
国
の
補
助
事
業
と
し
て

昭
和

ω
・
日
両
年
度
の
継
続
事
業
で
建

設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

建
設
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
完
成
後
は
弘
一
戸
中
日
一
戸
を
町
営

八
ヶ
家
住
宅
(
通
称
漁
民
ア
パ
ー
ト
)
の

建
替
に
よ
り
既
住
者
に
当
て
、

8
戸
を

らあおお

⑮ 

大
組
胸
癌
巳
つ
い
て

(3)第174号

大
腸
と
は
盲
腸
・
結
腸
・
直
腸
を

一
広
い
、
主
な
働
き
は
水
分
、
電
解
質

の
再
吸
収
に
よ
り
液
状
の
腸
内
容
を

回
裂
化
し
、
糞
塊
を
つ
く
る
事
で
あ

る
。
栄
養
素
の
吸
収
は
行
わ
れ
な
い
。

大
腸
に
は
百
種
類
に
も
の
ぼ
る
多

種
多
様
の
細
爵
が
お
り
、
旦
1
g
当

り
数
千
億
国
の
大
量
の
細
菌
が
存
在

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
出
す
酵
素
も

多
彩
で
あ
り
発
が
ん
物
質
を
作
っ
た

り
、
抗
が
ん
物
質
を
作
っ
た
り
し
ま

す。
大
腸
が
ん
に
は
腸
線
(
粘
膜
表
面

に
無
数
に
、
突
出
し
た
細
胞
の
集
り
)

一
般
公
募
し
、

9
月
に
入
居
間
始
の
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
公
募
に
つ
い
て
は
、
第
1
種
7

一
戸
、
第
2
種
1
一
戸
で
入
居
申
込
み
の
受

付
は
7
月
1
日
か
ら
7
月
目
白
ま
で
、

役
場
建
設
課
で
行
な
い
ま
す
。

〔
・
一
撃
機
一
械
の
概
要
〕

O
総
事
業
費

O
工
事
塊
要

第
1
工
区

(
A
棟
・
第
1
種
)
ロ
一
戸

島
藤
・
疋
部
屋
建
設
共
同
企
業
体

第
2
工
区

(
B
棟
・
第
2
種
)
ロ
戸

東
洋
工
業
・
川
俣
建
設
共
同
企
業
体

二
五
八
、

O
二
九
千
円

が
異
常
に
増
殖
し
た
も
の
を
ポ
リ
l

プ
と
呼
び
、
そ
の
一
部
が
変
化
し
た

が
ん
と
、
最
初
か
ら
漬
物
状
に
発
生

す
る
が
ん
と
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
大
腸
が
ん
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
食
生
活
の
変
化
、
高
カ
ロ

リ
i
食
、
高
蛋
白
、
高
脂
肪
食
が

大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す。
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
腸
内
細

菌
が
高
密
一
白
質
中
の
あ
る
物
質
を
分

解
し
て
、
発
が
ん
物
質
を
作
り
だ
す
、

又
高
指
肪
食
に
よ
り
胆
汁
酸
の
分
泌

が
高
ま
り
腸
内
細
菌
の
作
用
と
相
ま

っ
て
別
の
発
が
ん
物
質
を
作
り
出
す

事
が
判
り
ま
し
た
。
又
高
線
維
食
は

が
ん
発
生
制
止
に
働
く
様
で
す
。
従

来
の
日
本
食
の
良
さ
も
あ
る
わ
け
で

す
。
又
最
近
ど
ブ
ィ
ズ
ス
菌
入
の
飲

苫
小
牧
市
よ
り

友
好
の
記
念
樹
贈
ら
る

苫
小
牧
市
と
大
洗
前
は
フ
ェ
リ

i
に

よ
っ
て
結
ば
れ
、
両
市
町
の
間
で
は
各

分
野
で
の
親
善
交
流
が
深
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
フ
ェ
リ

i
就
航

一
周
年
を
記
念
し
て
、
北
海
道
を
代
表

す
る
シ
ラ
カ
バ
(
初
本
)
と
吉
小
牧
市

の
木
で
あ
る
ナ
ナ
カ
マ
ド
(
初
本
)
の

苗
木
が
、
苫
小
牧
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

(
別
掲
)
と
と
も
に
大
洗
町
叫
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
町
で
は
こ
れ
を
有
難
く
収
納
し
、
去
一

る
5
月
日
目
に
苫
小
牧
市
緑
地
公
関
課

丸
岡
主
幹
と
竹
内
町
長
の
手
で
、
そ
れ

ぞ
れ
5
本
ず
つ
の
苗
木
を
大
洗
文
化
セ

ン
タ
ー
広
場
に
植
樹
し
ま
し
た
。

料
等
も
効
果
が
あ
る
様
で
す
。

何
と
云
っ
て
も
早
期
発
見
す
る
事

が
大
切
で
あ
り
、
急
に
便
秘
す
る
様

に
な
っ
た
と
か
、
食
べ
た
り
、
飲
ん

だ
り
す
る
と
す
ぐ
下
痢
す
る
様
に
な

っ
た
と
か
、
時
々
血
が
つ
い
て
く
る

様
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
診
察
を
、
つ
け
て

下
さ
い
。

(
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

廷
に
、
町
立
小
学
校
6
校
の
校
庭
に

5
本
ず
つ
、
大
洗
鹿
島
線
の
大
洗
駅
前

広
場
に
刊
本
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し

た。
こ
れ
ら
の
苗
木
は
児
支
や
町
民
の
手

で
大
切
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
っ
。

〔
メ
ッ
セ
ー
ジ
〕

大
洗
・
苫
小
牧
間
の
フ
ェ
リ
ー
が
就

航
し
、
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
一
年
簡
を
振
り
返
っ
て
免
ま
す

と
、
経
済
圃
観
光
な
ど
の
商
に
お
き
ま

し
て
、
着
実
な
交
流
が
進
め
ら
れ
て
き

て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
こ
れ
偏
に
大
洗

町
の
皆
様
を
初
め
、
関
係
の
方
々
の
御

尽
力
の
賜
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

き
て
、
現
校
、
北
海
道
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、
当
市
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
北
海
道
の
海
の
玄
関
と
し
て
の
認

識
を
さ
ら
に
強
め
、
港
湾
を
中
心
と
し

て
工
業
開
発
を
促
進
し
、
こ
れ
に
よ
り

地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
付
け
て
参

り
た
い
と
考
、
え
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
産
業
及
び

流
通
な
ど
の
菌
に
お
き
ま
し
て
大
洗
町

の
皆
様
を
初
め
関
係
の
方
々
の
な
お
一

層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
わ
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
フ
ェ
リ
ー
就
航
一
周
年

の
記
念
と
い
た
し
ま
し
て
、
北
海
道
を

代
表
す
る
シ
ラ
カ
バ
及
び
、
苫
小
牧
市

の
木
で
あ
る
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
木
を
御
地

に
植
樹
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
な

お
一
層
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
祈
念

い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
大
洗
町
益
々
の
御
発
援
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
竹
内

町
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
留

意
さ
れ
ま
し
て
、
御
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
五
月
十
五
日

苫
小
牧
市
長
板
谷

大
洗
町
長
竹
内
宏
殿

護憲醸i璽駿

大洗町

暴走族対策会議

関かれる

暴
走
族
問
題
が
社
会
問
題
化
し
て
い

る
中
で
、
当
町
に
お
い
て
も
最
近
再
び

暴
走
族
の
暴
走
行
為
が
頻
繁
に
行
わ
れ

て
お
り
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
は
勿

論
の
こ
と
、
来
遊
す
る
観
光
客
に
も
多

大
な
迷
惑
を
か
け
、
憂
慮
す
べ
き
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
こ
の
事
態
を
重
視
し
、
去
る

5
月
日
目
、
茨
城
県
・
水
戸
警
察
署
・

地
元
関
係
者
却
名
に
よ
る
大
洗
町
暴
走

族
対
策
会
議
を
招
集
し
、
協
議
し
ま
し

た
会
議
で
は
各
関
係
者
か
ら
暴
走
族
に

よ
る
被
害
の
実
態
や
、
警
察
の
取
締
り

の
現
状
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
真
剣
な
協
議
検
討
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

そ
の
結
果
、
現
在
町
で
実
施
し
て
い

る
毎
週
土
曜
日
夜
か
ら
日
曜
日
朝
ま
で

の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る

大
洗
海
岸
駐
車
場
の
閉
鎖
を
、
6
月
か

ら
鉄
製
の
門
一
一
扇
に
切
替
え
、
引
き
続
き

閉
鎖
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

更
に
、
今
後
の
問
題
と
し
て
、
暴
走

行
為
が
出
来
な
く
な
る
よ
、
7
な
道
路
環

境
の
整
備
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
な

お
一
層
の
警
察
の
取
締
強
化
と
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
、
暴
走
族
を
追
放

す
る
雰
囲
気
づ
く
り
の
推
進
等
を
申
し

合
せ
て
会
議
を
閉
じ
ま
し
た
。

家
族
ぐ
る
み
で
空
き
語
圏
賦

新

友

会

重要

去
る

5
月
日
日
日
曜
日
、
新
友
会

(
川
又
正
治
会
長
会
長
自
名
)
で
は
、

新
町
町
内
の
清
掃
奉
仕
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
の
6
時
却
分
会
員
宅
前

の
広
場
に
会
員
や
家
族
達
制
名
が
集
ま

り
、
早
速
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
小
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
新
前
町
内
全
域
の
空
き
缶
回

収
、
ゴ
ミ
の
清
掃
奉
仕
を
行
な
い
ま
し
た
。

新
友
会
は
新
町
の
町
内
を
中
心
に
親

睦
と
友
情
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
友
好

団
体
で
、
清
掃
奉
仕
、
早
朝
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
軟
式
野
球
チ

l
ム
、
夏
に
行
な

わ
れ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
会
員
の
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。

当
臼
も
早
朝
よ
り
母
さ
ん
達
が
お
に

ぎ
り
や
、
み
そ
汁
を
つ
く
り
清
掃
奉
仕

で
媛
を
す
か
せ
た
、
お
父
さ
ん
、
子
供

達
は
さ
っ
そ
く
広
場
に
用
意
さ
れ
た
朝

食
を
う
ま
そ
う
に
食
べ
、
家
族
ぐ
る
み

で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
尚
早
き
缶
、
ゴ
ミ
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
山
に
あ
い
か

わ
ら
ず
マ
ナ
!
の
悪
る
さ
が
め
だ
ち
ま

し
た
。早
朝
よ
り
清
掃
奉
仕
ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た
。

樹
島
b
M寧
合
国
白
色

間
今
回
の
年
金
改
正
で
、
障
害
年
金

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
改
正
前
の
国
民
年
金
で
は
、
一
一

O

歳
以
後
の
傷
病
に
よ
っ
て
障
害
者
に
な

っ
た
時
し
か
障
害
年
金
は
支
給
さ
れ
ず
、

ニ
O
歳
未
満
の
障
害
に
つ
い
て
は
、
ニ

O
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
障
害
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
今
回
の
年
金
改
正
で
、
初

開
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
の
支
払
診
呂
(
初
め
て
診
祭
し
た
日
)
に
お
い

月
は
、
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
て
、
二

O
歳
未
満
で
あ
っ
た
方
に
つ
い

答
今
回
の
年
金
改
正
に
よ
り
、
国
て
も
一
一

O
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
障
害
基

民
年
金
の
老
鈴
年
金
の
支
払
月
が
昭
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

和
六
十
二
年
二
月
支
払
月
か
ら
毎
年
そ
の
う
え
、
支
給
さ
れ
る
年
金
額
に

二
月
、
五
月
、
八
月
及
び
十
一
月
に
つ
い
て
も
、
一
級
年
額
七
五
万
円
(
月

そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
年
金
を
支
払
額
六
万
二
五

O
O円
)
二
級
年
額
六

O

う
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
万
円
(
月
額
五
万
円
)
(
金
額
は
昭
和

菌
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
両
方
の
年
五
十
九
年
度
価
格
で
す
。
)
に
そ
れ
ぞ
れ

金
の
支
払
月
を
向
じ
月
に
す
る
必
要
年
金
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
に
な
り
ま

が
生
じ
た
た
め
の
改
正
で
あ
り
ま
す
。
す
。

ま
た
、
厚
生
年
金
、
国
弐
年
金
等
た
だ
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
に

の
通
算
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
、
今
一
定
額
を
こ
え
る
所
得
が
あ
る
場
合
は

ま
で
は
六
月
、
十
二
月
の
年
二
回
の
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

年
金
支
払
い
で
し
た
が
、
こ
れ
が
老
な
お
、
樟
窓
口
基
礎
年
金
の
受
給
者
と

齢
年
金
と
同
じ
く
年
四
回
(
二
月
、
生
計
を
伺
じ
く
し
て
い
る
十
八
歳
未
満

五
月
、
八
月
及
び
十
一
月
)
の
支
払
の
子
ま
た
は
ニ

O
歳
未
満
で
障
害
の
程

い

に

な

り

ま

す

。

度

が

一

級

、

二

級

の

子

が

い

る

と

き

は

、

な
お
、
す
で
に
国
民
年
金
の
老
齢
支
給
さ
れ
る
年
金
に
加
算
が
つ
き
ま
す
o，
 

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
今
ま
な
お
、
ご
不
明
の
お
…
が
あ
り
ま
し
た

で
通
り
の
支
払
月
(
毎
年
三
月
、
六
ら
、
役
場
年
金
係
(
電
話
六
七
i
五
一

月
、
九
月
及
び
十
一
月
の
年
四
回
)
一
一
内
線
五
一
一
一
)
ま
で
お
間
合
せ
下
さ

に
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ぃ
。

せはま も冨
て 、T三

納うめ 畏年金
納~納
めノ月、 め

まし 分ら
σ〉才L まの
よ イ険料呆 て

主か震料
っ。 なし、

あと いと

わき
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時

i
タ
リ
i
醐
間
関
幽
縄
問
学
生
藤
艦
購
/

附
年
'i
鵬
年
一
回
捺
理
解
の
た
め
の

ロ
i
タ
リ

i
財
団
奨
学
金

外
国
で
専
門
分
野
の
勉
強
を
し
な
が
ら
国
際
理
解
の
親
善
使
節
と
し
て
、
使

命
を
果
し
得
る
青
年
男
女
に
選
考
の
上
、
奨
学
金
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

0
種
類
大
学
院
諜
程
奨
学
金
、
大
学
課
程
奨
学
金
、
職
業
研
修
奨
学
金
、

障
害
者
教
師
奨
学
金
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
奨
学
金

往
復
旅
費
、
一
か
年
の
教
育
費
、
生
活
費
、
雑
費
一
切

優
秀
な
成
績
と
健
康
、
親
善
使
節
と
し
て
の
素
質
を
も
ち
、
友

記
の
条
件
に
合
っ
た
も
の

O
奨

学

金

O
資

格

未既

主

戦 教

婚 長旦 育
。〉婚 程

)]1)・ 度

不 18 不 l土学
大関士

間 30 要 手度呈号ま 学
歳

院
t~ 

1虫 18 不 2大
大

者身
王手学

24 要 終 寸~日
苦邑 了

不 21 2最
校卒高
車器

力少 業
間 50 年

研11妻昔孟

不 21 2カ最少
卒校高
教師主隊事間 50 年

歳

不 21 2力最少
卒校高
リジ

ズヤ
間 50 年
歳 ムナ

。
申
請
方
法

t"b ら

O
選
考
期
臼

O
詳

細

お

宮

町

2
1
3
1

お

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

ー
昭
和
日
年
7
月
5
日
か
ら
l

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
原
動

機
付
自
転
車
ま
た
は
自
動
二
輪
車
を
運

転
し
て
は
な
ら
な
い
。
(
違
反
点
1
点
)

(
自
動
ニ
輪
車
の
同
乗
者
不
着
用
も
同

じ
)

O

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
か
ぶ
り
方

①
自
分
の
頭
の
大
き
き
に
合
っ
た
も
の

を
使
間
刑
す
る
。

②
あ
み
だ
に
か
ぶ
っ
た
り
、
目
深
に
か

昭和61年6月1日

O
一
一
瞬
車
も
安
全
運
一
範

5
期

①
安
全
速
度
を
守
る
。

②
カ
!
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

す。
③
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
穣
か
め
る

④
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安
全
を

守
る
。

⑤
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

ぶ
っ
て
視
野
を
狭
く
し
な
い
。

③
あ
ご
ひ
も
を
し
め
た
と
き
、
指
一

本
が
入
る
余
裕
が
あ
る
こ
と
。

第10呂

田I民挙げての大掃除実施について
(お知らせ)

私達の住む環境を、私達1人1人の手できれいにし、

潔で明るい、健康な地域づくりをするために、昨年に引き

続き「町民総ぐるみの大掃除J を次のとおり実施すること

になりました。

町民のみなさんのご協力をお願いいたします。

大掃除の範図・度域

明神町、来光台、 1丁呂、

汐見ヶ丘、 2了関、仲町、

金沢町、祝町、松ケ丘、

通町

大賞釘全地区

夏海地区、松JII}也底
11 

大掃除の時間

午前6時から

6FJ228(日)

6 FJ 158(日)

希
望
者
の
居
住
地
ま
た
は
本
籍
地
に
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
-
ク
ラ

ブ
、
も
し
く
は
希
望
者
の
在
学
・
勤
務
先
の
地
域
に
あ
る
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
附
年
6
月
羽
目
ま
で
に
申
請
す
る
こ

〉」。附
年
8
月
川
品
目

左
記
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ

大掃除の日

1
7月
1
日
現
在
で
実
施
l

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て

の
事
業
所
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も

基
本
的
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
す
。

事
業
所
と
は
、
人
が
賃
金
や
報
酬

を
得
て
働
い
て
い
る
場
所
の
こ
と
で
、

応
舗
や
営
業
所
、
工
場
、
官
公
庁
、

病
院
学
校
の
ほ
か
、
神
社
、
寺
院
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
幻
年
に
初
め

て
行
わ
れ
、
今
回
の
調
査
は
日
回
目

に
当
た
り
ま
す
。
全
国
の
事
業
所
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

統
計
は
、
我
が
菌
の
産
業
の
見
取
図

と
し
て
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町

村
の
行
政
施
策
の
立
案
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

6
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所

に
お
伺
い
し
、
調
査
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
御
協
力
下
さ
い
。

問
い
合
せ
先
大
洗
町
役
場
金
菌
室

電

話

側

5
I
l
-
-
内
線
出
番

事業所統計調査7月T日

下水、側溝などの泥上げ、散在している

空缶収集、トラックへの積込み、町内に

散在している不法立看板の撤去、薬剤の

散布

広報無線放送でお知らせします。

新町、永町、髭釜11 6 FJ 29 8(B) 

0大掃捺の対象分符事予定褒大洗文化センタ-6
出

名手

コールきぎなみ会員による練習会

内害基

親子まんが挟商会

傑

。実施の合割
支部総会

大洗町全階内会長

大洗町役場
ジャズダンス講習

民謡大会

開催場所

リハーサル室

ホーノレ・大会議室・
リハ サノレ室

大会議室

ホーノレ・大会議室・
リハーサノレ室

ホール・大会議室

ホールLo、
Zえ

ぷ〉、
x.; 

名

酒

習

峡

練

事

ス

;lf 

フ

傑

ンて7

コ

開始待問

1部 10・00-
2部 13:00-

9 : 00-

日本下水道協会関東地方支部総会9 : 00-

ス

おらが茨城の畷民話大会

ノダズべ'ン/17: 30-

9 : 30-

{量

6月1日(日)

6月1(日)， 13f!乱
20臥 22日(臼)

6月4(水l，
5(村， 68働

6月6(金l，
13樹， 208俗

6月8臼(日)

6月初日(火)

6月12(木l，
19(木:)， 26町村

6月14日(土)
6月15日(臼)

6fl17B(火)

日喜善

講習会水道資任技術者受験者講習会10: 00-

(61.4月現在)
大洗町における交通事故の発生状況

へルシ一体操バレエ教室リハサル窓

ステージ準備
ホ ノレ

大会議案

室教コニレノ〈13: 00-

18: 00-
10: 00-

9 : 00-

数j成増前年同期年本カラオケ大会第4回茨城カラオケ新人王予選会

3 (11) (20) 6 9 (31) 発生件数

1 ( 0) o ( 1) )
 

守

S
占(
 

句
B
よ数者死PTA懇談会

6 (21) 

※( )内は累計を示す。

“毎月 181d:~通安全の日"“ゆずり合いの111\がかよう受通安全"

運転免許所有者の更新のための講習会

ti';言語大賞茨城県大会

6 (27) 12 (48) 負傷者数

大会議室

ホーノレ・大会議室・
リハーサノレ室

大会議室

ホーノレ
リハーサノレ室

関東ブロック自主事業役員会

那王可j奏一高PTA大洗地区懇談会6月25B(水)

座言轟善造主
哨与

守指習
戸u与
づ〕

13 : 00-

10: 00-6月27日(金)

運転免許証更新時講習会

第9凶日本民議大賞茨城県大会

9 : 00-

13: 00-

6月27日(金)

6月29臼(日)

7 7 7 6 6 6 6 6 
月/ 

訪11訓午後 午前 やj4/9 附/3 Oh/ 42 (村/26 同/19 収同/11 侭/)9 (村/5 日
練対象 練 01;ltOOOiii) --， 

E度ジ百書7 の 766の機 脅生 芋L 麻 歳 殺 母 乳
事

月部月月月音E
診査

し !寄アてテ7日
主言及主会1 IiJII 5 21 10訪¥; ~湾2haE， 児 ん 風咳

ノ、
子 児カ

雲者 大日練自白日練呂 及 予
) 

健診児月

業

洗(火日(土(土(火
相談ぴ
健 防 接二革主子

談相ぴ
本目 健

接
名町 ....____. ------..__". ...__.--....___，- ---- 復司11 去ロノラ〉、 種 幸j重 きロi火k zロaァト

で健{呆(午 午

器図 専後 前練 成 E主主主 (生 主主 j荷 成
都メ入母4ぢご
生生

セ何 1 0 0 0 9 L.. 人 後後 取後 後 人 後後
ン療法 持 7 6 6 P寺

病患
6 2 込一 24 歳

病患
に及 6 2 

対
復習11 タ i 月月月 1 力力 制Jj幾 カ ノ、 よぴ カカ
i土午 8 24 14午 者 月月

)ム

月
カ
者
おす更幼し
月月ノ、

月
忠康 所来後日日目前 及 I I カ ♂〉 及 I I 
を 3 ~ ~ ~ 11 び 7 3 月 48 誕 ぴ る児 7 3 象
必 )時火火土持 カカ カ 生 カカ

要
) ) 青空 月月 ムノ、 月 日 自主 と 月月

{主 グ)(7) 歳
来j荷

守者

住 カぜ σ〉σ〉
と 民 者者 未 民 あ 者者 名す 。。

J荷 σ〉
る 6 6 σ3 者 すま
者 月月 者

) 

28 17 
日日 1 1 1 1 1 1 9 1 

受付時土火
2 s寺 2 s寺 2 s寺 2時 2時 2時 11 時 2時
時15 持 15 時15 時15 H寺15 時15 時00 時15
15分 15分 15分 15分 15分 15分 30分 15分

間分 分 分 分 分 分 分 分

四 1

ガ
ン
」
集
臨
検
診
の
お
知
ら
せ

。
検
診
日
及
び
場
所

6
月
初
日
(
金
)
支
海
農
協
倉
庫
前

6
月
回
目
(
月
)
祝
町
松
ケ
丘
住
宅
集
会
場
前

6
月
初
日
(
木
)
大
賞
集
落
セ
ン
タ
ー
前
(
角
一
)

6
月
幻
日
(
金
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

O
検
診
受
付
時
間
午
後
ロ
時
却
分
1
午
後
1
持
却
分

O
対
象
大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
却
歳
以
上
の
女
性

O
料

金

無

料

6
R九
日
目
(
火
)
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
下
さ
い
。

(
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
)

5月T自篭波の日

正しく使おう

み九なの電鼠


